情報公開に関する評価指標等について
１．情報公開に関する独自の評価指標作成の意義
　・都道府県の情報公開ランキングは、全国市民オンブズマン連絡会が13回実施。
・今年度発表の情報公開ランキングは４項目（首長交際費、物品の入札、コピー代、請求者の制限）により判断。この項目だけでは情報公開の取組みを反映しているとは言い難い。
　・そこで、
①　これまで全国市民オンブズマン連絡会で主な指標として設定されていた項目②　府県が情報公開を進めるため独自に公開している項目
　　について、各府県の状況を集約し、公表
↓

○府県の情報公開に対する取組み姿勢を明らかにする。

○府県が互いの取組み例を参考として情報公開のレベルアップを目指す。
２．評価指標の選定等

　①　過去に全国市民オンブズマン連絡会により、情報公開度の指標とされた主な項目

例）首長交際費、再就職者の情報、予算の公表、入札情報等（10項目程度）
②　各府県のホームページで公開している特徴的な内容（現在、静岡県が調査中）のうち、全国的に進めることが望ましいと判断された項目（10項目程度）
３．評価指標の選定方法
　・　全国的に進めることが望ましい（府民の関心がある）と判断される項目については、全国の府県の主な取組み例から抽出

　　　　　　　　　　　　　　　　↓

○おおさかＱネット（担当：企画室政策マーケティング・リサーチ・チーム）のアンケートを実施（アンケート期間１０日～２週間程度。回答率７～８割）
　
４．今後の取組み
・H21.10.20　全国情報公開研究会議（宮崎県）で、調査の実施について説明し、協力を求める。

・H21.10下旬　各県の取組みについての最終的なデータを静岡県から入手し、おおさかQネットへのアンケート調査を実施。
・H21.11下旬　指標決定後、大阪府から全都道府県に調査を行う。

・H21.12下旬　調査結果を全都道府県に周知し、府ホームページで公表。
